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社会教育の中心的な施設である公民館は，文部

省の社会教育局が軍事占領下の戦後改革に際し

て延命をはかるために民主教育の普及を名目に

つくらせた機関である。それは戦前の国家総動員

体制に基づく精神主義から新憲法体制に基づく

施設主義に大きく転換したが，強力な指導理念が

存在している点では同様の「大人の学校」であっ

た。もちろん，特に1971 年の社会教育審議会答

申以降の公民館は，大人の学校であると同時に市

民が自主的に学ぶ生涯学習機関の性格を強くし

たが，日本の社会教育の二重性を強く反映するこ

とになる。 

ここでいう二重性とは，上からの啓蒙という要

素と市民の自発的な学習という要素のことである。

前者がいかなる理念の元に行うかに関して，冷戦

下において政治的な運動と強い結びつきを持って

いた。だが，冷戦終了後はどうなったのか。 

理念に関する議論が失われると，そこは単なる箱

物扱いされることが多くなった。当初は省庁の補

助金行政のツール（ということは地方にとっては

中央の利益誘導のツール）であったが，新自由主 



義的な自治体民営化の動きが強くなると，それは

無駄な施設として批判されることになる。公民館

に元気がないのは，設置理念が曖昧な集会施設に

なったからである。 
では図書館はどうかというと，日本の経済成長

後に大きな発展を見せた。しかしそれは社会教育

施設の色をできるだけ払拭して，消費社会に寄り

添いながらサービスを提供する「資料提供論」が

功を奏したからである。図書館もまた公民館とは

違った意味で理念を喪失し（あるいは最初から日

本では理念の共有はなかったのかもしれない）， 
箱物と化しつつある。つまり従来の意味での社会

教育施設はいずれも「公の施設」（地方自治法 244 
条）ではあるが，それ以上の「教育機関」（地方教

育行政法 30 条）である理由は何であるのかを再度

問い返さなければならない時期にさしかかってい

ると言える。これは社会教育学ではすでに 1980 年
代から頻繁に議論されていることではあるだろう。

要するに，学校以外の場というだけで焦点が曖昧

な残余の領域である社会教育あるいは生涯学習と

いうものについて，どのようにとらえるのかとい

うことである。 
この地点で，私は自分が 1970 年代に取り組も

うとした図書館研究の課題がいま社会教育＝生涯

学習の研究全体と共有されることの必要性を感じ

る。すでに院生時代を含め 30 年以上取り組んでき

た私の図書館研究は，日本人がこれまでなぜ図書

館を必要としていなかったかを解明するものであ

った。 
これについては，江戸期以来の「高度リテラシ

ー社会仮説」と明治以来の「ゼネラリスト官僚制

社会仮説」の二つによって考察しようとしている。

要するに，第一に，日本社会は江戸期以来，高い

リテラシーを誇り人々は流通する出版物に容易に

アクセスできたために図書館のような仕組みを積

極的につくる必要はないと考えられたこと，そし

て第二に，明治になるとメリトクラシー的な選抜

システムに基づく教育システムと官僚システムが

すべての近代的組織を覆うが，そこでの官僚とは

書物を自在に読み込むことができる人のことであ

り，司書のような書物の専門家の出る幕はないと

されたこと，の 2 点である。逆に言えば，西欧の

近代図書館は先にも述べたように書物による啓蒙

を担う機関であり，司書という専門家が成立する

要件は民衆との知的差別化原理にあったが，どち

らの要件においても日本では真剣に必要とされる

状況になかったということができる。 

さらに言えば，明治以降の近代化は知識につい

ては一方的な輸入過多の状況であり，知識人とは

いち早く西欧の知識を把握して紹介する人々のこ

とであったから，なおのこと最新の知識を個別に

輸入して独占することを求めた。ここからは，ス

トックしながら知識を共有するための図書館のよ

うな機関の必要性は軽視されがちだった。 
だが，これらの条件はいずれもすでに大きく変

わらざるを得ない状況になっている。子どもたち

の学ぶ意欲が減退し，「分数ができない大学生」の

ようにかつて誇った読み書きそろばんの能力も怪

しいものになっている。OECD のPISA 調査にお

いて低下が話題になった読解力(reading literacy) 
について言えば，知識の応用力を問うものであり，

日本の学校における教育方法では対応できていな

いことは明らかである。最初から高くはなかった

と言えるだろう。また官僚制の不具合については

今更いうまでもないことであり，法律の知識と的

確な判断力のみが原資の官僚の限界は明らかであ

る。 
しかし，だから図書館制度の再構築の条件が整

いつつあるなどという楽観主義を述べたいのでは

ない。これまでのメインストリームであった，学

校→大学→官僚制的組織の限界がこのようなかた

ちで現れているのに，おそらくはその当事者は十

分に対応できず，むしろ気づきさえしていない状

態であるときに，私には，そこから排除されてい

た社会教育や生涯学習の領域からのアプローチこ

そが有効であるとの確信がある。 
そのアプローチを束ねる概念が「生涯学習基盤」

である。さきほど社会教育の学習に真理が宿って

いると述べたが，正確な表現は「神は細部に宿り

たもうDer liebe Gott steckt im Detail 」である。

20 世紀初頭のドイツの美術史家アビ・ヴァールブ

ルクが言った言葉だとされるが，彼は西欧文化の

なかで忘れられていた様々な聖なる表象（イコン）

を研究することでイコノロジーと呼ばれる文化史

を変革する大きな仕事を成し遂げた。排除された

マージナルな領域からこそ真理に至る道が切り拓

けるものである。 
もちろんアプローチの方法についてはわれわれ

が開拓していかなければならない。だが同床異夢

を解消するためのヒントは，今回のパネルリスト

の発言のなかに多数示されていたと思われる。 
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